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現世水盆におけるウランの堆積地球化学的問題

水野篤行　望月常一

　筆者らは，ウランの堆積性鉱床に関する基礎的研究と

して，島根県中海・宍道湖およびその沖合海域を中心と

して，現世水盆でのウランの堆積学的研究をつづけてい

る。従来，本邦ではこの種の研究資料はほとんどみられ

ないので，今までに得た結果をまとめてここに報告す

る。上記水域について，表泥，第四紀層コア試料および

海水試料を採取し，前2者については，関根・望月・阿

部（1964）の方法によるウラン分析のほか，常法による

粒度分析，CNコーダーによる炭素分析，発光分光法に

よる微量元素半定量分析など，古生物学的方法による環

境解析を行なった。海水試料については，ウランのほか

主成分，pE・Eh条件の検討を行なったほか，懸濁物の

ウランの分析を行なった。そして，これらの結果の相互

関連性から，ウランの沈殿に関する問題点を明らかにし

ようと試みた。なお，比較のために，上記水域のほか，

内陸淡水湖，東京湾奥部，博多湾，東支那海東部，日本

海中央部についても若干の資料を得た。中海・宍道湖に

ついては，集水域の河川水，河川底質，母岩中のウラン

分布も検討した。

　第1図は，あつかった水域の堆積物中のウラン含有量

を示す。淡水湖泥では地殻中平均存在量より低く，海洋

底および開いた湾では頁岩平均値に近い。いっぽう，中

海・宍道湖その他半閉鎖的な内湾汽水域底泥および海洋

底コアでは頁岩平均値を上まわっていることが示されて

いる。

　中海・宍道湖はほぼ同様な岩石組成の集水域をもつ一

連の水域であるが，前者は複雑な地形，高触汽水～真鍼

水，強度の停滞性によって，いっぽう後者は単純な地形，

低鍼水，非停滞性によって特徴づけられる。湖泥中のウ

ラン含有量の上で，第2図に示すように，大きく4部分

にわけられる。沿岸の低含有部をのぞき，宍道湖では中

央にむかって4－5ppmと増加する。中海では西方から

東部（湾奥部）にむかって4→7ppmと規則的に増加す

る。さらに，局部的に8～11ppmの最高含有域があらわ

れる。粒度組成（Mdφ，粘土含有量），炭素，地形と分布

の関係については，宍道湖では大局的には正相関を示す

が，中海では何らの相関を示さない。しかし，酸化還元

条件（底層水の）とは多少の関係を示す。ウランの分布

と他元素（CO，M，Mo，V，Mnなど）の分布との間には

共通性はみられない。粘土・シルト各フラクションにつ

V・て定量した結果，飯梨川河口部でUc1が最も高く21

ppmに達するほか，一般にUc1＞Usiltの関係にあるこ

と，ただし同上河口沖合部ではUc1＜Usiltであり，ま

た大根島南側の原試料での含有量の相違はむしろUsilt

の相違と一致することが明らかにされた。河川水・懸濁

物中のウランの定量結果からはまだ積極的な証拠が得ら

れていないが，両水域の底質が一般に高いウラン含有量

を示すことは，水盆の閉鎖性と集水域からのウランの供

給（多分懸濁物としての）に関係し，また，中海湾奥部
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第1図　10（三宅ら・1967）以外はすべて筆者らの資料による。上記の他・

　　東支那海東部（含八代海）・東京湾奥部の泥質物では・それぞれ・

　　2ppm程度d。7～2．6ppmを示す。
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美保湾・同沖合海域でのウランー粘土量，ウランー炭素量の関係を示す。

％

での高含有部は水の強度の停滞性に関係すると考えられ

る。最高含有部の出現については今後の検討が要され

る。

　中海・宍道湖の第四紀層コア（中海層一完新世，安来

層・弓ケ浜層一更新世後期）中のウランの垂直分布はコ

アによってかなり異なる。粒度組成および古生物学的に

推定される古環境条件との間には関連がないが，とくに

中海層では炭素との間に多くの場合に正相関がみられ

る。安来・弓ケ浜両層ではこの関係は不明瞭であり，安

来層の泥炭ではウランはきわめて微量である。以上の関

係の成立の問題については今後に残されているが，少な

くとも沈殿後のある段階でのウランの有機物への吸着・

濃集の過程を考慮する必要があろう。

　美保湾・同沖合海域（水深20～1，200m）では，底質

中のウラン含有量は，美保湾内（微粒砂）1・8ppm，外洋

砂質帯0・98ppm，粘土質シルト帯2・2ppm，シルト質

粘ニヒ帯3・1ppm（いずれも平均値）と，美保湾内をのぞ

き，水深増大・粘土量増加と大体正相関にあるが，炭素

とは相関しない。しかし柱状コアでは粘土量との間には

無相関，炭素との間に弱い正相関が示され，かつ，30
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cm以深ではすべて5ppmをこえ，最大8ppmに達する

ことが注目される。このことは，主として粘土コロイド

に吸着沈殿したウランが，中海・宍道湖におけると同様

に，沈殿後に再移動した可能性を示す。

　上記諸水域での検討結果によれば，比較的単純な水盆

形態のところでは，底質中のウランは水深・粒度・炭素

の全部あるいは一部と正相関の傾向を示し，いっぽう複

雑な形態・水質水理環境下ではそれらと相関を示さな

い。一般に正相関関係が示されているウランー炭素関

係はかならずしも沈殿時からのものでなく，初期続成作

用のある段階で成立した可能性を十分に考慮する必要が

ある。　（地質部・技術部）

沖縄中部ガス田の堆積地球化学と地質構造

　　　　本島公司　比留川貴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　沖縄本島のガス田のうち，この研究で扱かったのは那
は　　　　　よ　なばる　　　　　　　　　　　　　　なかぐすく　ちやたん

覇市～与那原町を南限にして，中城～北谷を北限とする

地域で，これを仮に沖縄中部ガス田とよぶ。

　地質は，古生層・中生層の基盤岩としての粘板岩・砂

岩・結晶片岩とうを主とするものの上に，不整合に第三

系の島尻層群がくる。この島尻層群は海成の中新統を主

　　　　　　　　　　　　　　　　しんざととし，下位は那覇層，中位は与那原層，上位は新里層に

わけられる。

　中部ガス田では，地下水の1ツc1一比の値，天然ガス中

の重炭化水素ガスの含量，泥岩の石油化度，地下水の油

臭などの資料が，南部と北部のガス田のそれと異なった

地球化学的性質をもっている。

　それは一言でのべれば，中部地域を構成する新第三紀

の島尻層群が，那覇層，与那原層とも，陸の影響を強く

うけた海成層であろうということである。

　その原因は基盤の形状にもとめられることが，重力の

分布図からも推定される。さらに基盤岩について考えて

みると，第三系から出る天然ガスに含まれるヘリウムの

分布を求めた結果，従来まったく考えられなかった中城
じよう

城付近を通るNE－SWの走向断層（割れ目）の存在が

推定された。この方向は琉球孤の一般方向と一致し，大

規模（スケール）の地質構造の一環としてとらえられそ

うである。　（技術部）

土畑鉱山周辺地域の岩石および土壌中の微量成分と

鉱化作用との関連性について

東野徳夫

土畑鉱山周辺地域は，東北脊梁山地西縁部におけるグ

リーンタフの標式地として知られている。本地域には，

中新世の火成活動に伴う鉱床が数多く存在し，なかでも

土畑鉱山は，網状鉱床をはじめ，鉱脈鉱床，黒鉱々床，

石膏鉱床などが賦存している。

　演者は，金属鉱床の地化学探査の立場から次の項目に

ついて検討を行なった。

　1．本地域内に分布する川尻層，小繋沢層，黒沢層な

　どの堆積岩中の微量成分

　2．流紋岩類中の微量成分

　3．鉱化変質帯内の流紋岩の微量成分と鉱化との関連

　性
　4．網状鉱床から母岩にかけての元素の分散

　5．翁沢黒鉱々床上部の土壌中の微量成分と鉱化との

　関連性
　以下にその結果の概要を述べる。

　1．川尻層の安山岩質凝灰岩中のZn含有量は，小繋

沢層あるいは黒沢層の砂岩などに比して高く，196ppm

の値を示す。また，川尻層中の流紋岩質凝灰岩のZn含

有量は，他の地層の岩石に比して最も低V・値（43ppm）

を示す。Cu，Pb，CdおよびAg含有量については，各

地層の岩石とも特に大きな差異は認められない。

　2．本地域の流紋岩類には，アイピラ，湯川，および

畑平の三種類の流紋岩に分類されるが，ZnとCu含有

量に差異が認められる。すなわち，湯川流紋岩はZn含

有量23pp魚に対し，アイピラ，畑平流紋岩はそれぞれ

49，48ppmを示してV・る。またGu含有量は，畑平流紋

岩が17ppmの値を示しているのに対し，アイヒ。ラ，湯

川流紋岩は3～4ppmと低い。このことは，畑平流紋岩

のみが鉱床胚胎の母岩と考えられていることと関連があ

りそうである。

　3．地表における鉱化変質帯内の畑平流紋岩中のZn，

Gu，Pb，Cd，AgおよびAs含有量は，いずれも流紋岩類

のバックグランドに比して高い値を示す場合が多く，特

にA9は大部分の試料に含まれており（10～20ppmの試

料が多い），鉱化作用による供給と考えられる。本地域の

鉱床の特徴として，上部がAu，Ag鉱，下部に銅鉱とい

う累帯構造を示していることと関連するものであろう。

畑平鉱床の5坑レベルの坑内岩石（地表からは約120m

位下部の位置）の鉱化変質帯内の試料ではAg含有量が

数ppmである。
　4．土畑鉱山の代表的鉱床の一つである畑平鉱床（銅

鉱）の5坑通洞レベルの母岩について，鉱体からの距離

によるZnとCuの含有量比をみると，鉱体から60皿以

内の珪化帯ではCu／Zn比が全試料が1を超え，鉱体に

近づくに従って比が高くなり，鉱体と母岩の接触部では

10位になる。珪化帯の回りの粘土化帯では，大部分の試
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料が1以下で，粘土化帯の外縁の未変質岩部では0．01～

0．1の範囲におちつく。

5・翁沢黒鉱々床上部の土壌中のZn，およびPb含有

量は，鉱床直上よりも，鉱床胚胎層準である川尻層上

部，小繋沢層下部の付近に異常値として表われる。この

結果は鉱床胚胎層準の水平的位置を示すものと考えられ

る。（技術部）

地向斜玄武岩一その化学組成について一

服部仁杉崎隆一田中剛
水谷伸治郎　　小穴進出　　増田彰正

地向斜堆積物の中に挾まれた緑色火成岩類約600個に

ついて化学組成（総化学成分，RbとSr，および一部試

料について稀土類元素）を調べた。

　ほとんどの試料はかなり変質をうけており，平均3％

H20（＋）を含んでいる。したがって，H20（＋）および

炭酸塩を厳密に定量するように化学分析法を改良し，ま

た，細脈を含む試料については，薄い岩片に切断して細

脈を除去し，混入をさけた。

　ここで検討する試料は183個の溶岩および完晶質岩石

に限った。

　四国産の試料では，H20（＋）量とCa量とは正，Sr

量とは負の相関関係を示し，Ca／Sr比は変質とともに増

大する傾向にある。

　南部北上，二畳系，およびみかぶ系に3区分して，各

成分の頻度分布をみるとSio2，TiO2，Na20，K20，Rb，

およびSrについて3者の間には明瞭な差が現われてい

る。また，KIRb－K図およびRb－Sr図においても3者

はそれぞれはっきり識別される。

　以上の諸性質について，大陸地域と島弧における新生

代火山岩類，および大洋地域の火山岩と比較し，目本の

地向斜玄武岩の性格を論じた。　（地質部・名古屋大学・

東京理科大学）

地球化学的標準試料JG一亙」聾岨の化学成分

安藤　厚　　倉沢　一　　大森貞子　　竹田栄蔵

地質調査所では地球化学的標準資料としてJG－1（花

南閃緑岩），JB－1（玄武岩）の2種類を発行している。

JG－1は1967年JB－1は1968年それぞれ約100kgの原岩

石を，天然の組成をできるだけ損なわぬよう原岩着で作

成した粉砕用機器を用いて，特に注意して一100メッシ

ュに砕きそれぞれ約1，200本の標準試料　（約75～1009

入りプラスチック製瓶づめ）を作成した。

　今までに分析値を決めるための研究協力者に配布した

試料数はJG－1約300，田一1約200である。JG4，JB－

1，は国際的な地球化学的標準試料のリストに登録され

ており，広く海外の研究者より分析協力のための試料配

布の要請がくる。海外への試料配布は18力国におよんで

いる。現在約70人の分析者より分析値の報告がとどいて

おり主成分，微量成分の含量がかなり明らかとなってき

てV・る。中間的ではあるが，1970年9月で集計したデー

タを紹介する。これらのデータは近く出版公表の予定。

JG－1，JB－1についての問v・合せは下記へ。

（川崎市久本町135　工業技術院地質調査所　地球化学

課標準試料係）

　標準岩石試料は研究協力者へは無料配布。分析データ

は公開している。JCト1，JB－1の原岩石の採取場所と地

質学的資料の概要は次のとおり。

　　　　　　　そうりJG一置：（郡馬県伊勢郡沢入町）足尾線沢入駅の南方約1

km渡良瀬川の東側斜面，桑原石材採石場より採取。こ

の岩石は沢入花嵩閃緑岩と呼ばれ古生層中に貫入する小

岩体（6×12km2）である。JG－1の採取地点はこの岩体

のほぼ中心部にあたる。岩石名は斑状黒雲母花闘閃緑岩

（PorPhyritic　biotite　granodioritc）。JG－1より分離した

黒雲母につV・てK－Ar法による年代測定結果は85m．y．

（SHBATA，1968）である。地質図幅としては5万分の1

地質図および同説明書，　「足尾」　（1955）がある。

JB一亘：（長崎県佐世保市小川内町妙観寺峠）

　山頂より南へ約200m慈海石材採石場（当時）より採

取。この岩石は北西九州・北松浦玄武岩類の一部でアル

カリ岩系に属す。岩石名はチタン輝石かんらん石玄武岩

（Titanaugiteolivine　basalt，IVb）。K－Ar法による年代測

定結果は約8m。y。（OzIMA，et　al．，玉968）である。この地

域の玄武岩については地質調査所報告N・．217（KURASA－

WA1967）がある。地質図幅としては2万5千分の1，

佐世保北部地域地質図（1970）が発行されている。　（技

術部）
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